
７
月
28
日
㈭
、
幌
別
小
学
校
で
、
姉
妹
都
市
小
中
学
校
交
流
事

業
の
一
環
と
し
て
宮
城
県
白
石
市
と
登
別
市
の
児
童
が
交
流
す
る

『
ふ
る
さ
と
豆
記
者
交
流
事
業
』
（
市
教
育
委
員
会
主
催
）
を
開

催
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
両
市
の
児
童
が
互
い
の
ま
ち
に
つ
い
て
理
解
す

る
と
と
も
に
、
学
校
間
の
交
流
を
推
進
し
、
友
好
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
に
、
平
成
４
年
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
白
石
市

の
児
童
が
登
別
市
を
訪
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
の
文
化
や
学
校
の

取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

ま
た
、
７
月
31
日
㈰
は
、
『
四
五
都
市
連
絡
協
議
会
小
学
生
ス

ポ
ー
ツ
交
流
事
業
』
（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が
総
合
体
育
館
で

行
わ
れ
、
剣
道
の
交
流
試
合
を
行
い
ま
し
た
。

四
五
都
市
連
絡
協
議
会
は
、
昭
和
45
年
に
市
制
施
行
し
た
市
の

う
ち
、
人
口
３
万
人
で
市
制
施
行
で
き
る
よ
う
幹
事
市
と
し
て
取

り
組
ん
だ
登
別
市
を
含
む
６
市
に
よ
り
、
昭
和
55
年
に
設
立
し
た

『
新
市
制
実
現
都
市
連
絡
協
議
会
』
（
後
に
『
新
都
市
連
絡
協
議

会
』
に
名
称
変
更
）
が
前
身
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
市
町
村
合
併
に
よ
り
退
会
し
た
３
市
を
除
く
、
滋
賀

県
守
山
市
、
東
京
都
福
生
市
、
登
別
市
と
各
市
の
市
議
会
を
加
え

た
『
四
五
都
市
連
絡
協
議
会
』
を
結
成
。
そ
の
事
業
の
一
環
と
し

て
同
ス
ポ
ー
ツ
交
流
事
業
を
平
成
26
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

鷲
別
小
学
校
６
年
生
で
大
将
を
務
め
た
堀ほ

り

松ま
つ

心み

月つ
き

く
ん
は
、

「
ど
ん
な
人
と
戦
え
る
の
か
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
良
い
交

流
が
で
き
て
う
れ
し
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

姉妹都市小中学校交流事業『ふるさと豆記者交流事業』
『四五都市連絡協議会小学生スポーツ交流事業』

都市間交流で親睦を深める

▲�「ぜひ、白石市に遊びに来てく
ださい」と話し、白石市を紹介
する豆記者たち

▲�竹刀を振るい、気合の声を響か
せ白熱した戦いを見せる児童た
ち
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７月26日㈫、市内３地区で、『登別市はいかい高齢
者等ＳＯＳネットワークを活用した模擬訓練』（市、
登別市地域包括支援センター主催）を行いました。
今年で３回目となる同訓練は、認知症の高齢者が行

方不明になったとの連絡を受けた市職員が、協力機関
や市民などにファクスや７月から運用を開始したメー
ル配信サービスで目撃情報の提供を依頼し、情報伝達
などの連携を確認するものです。
今回の訓練では、市内事業者らの声掛けにより、は

いかい高齢者役の４人全員を無事発見し、これまでの
取り組みの成果を見せました。

登別市はいかい高齢者等ＳＯＳネットワーク
を活用した模擬訓練

7
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はいかい役を全員発見市
は
、
北
海
道
市
長
会
の
提
案
を
受
け
て
、
平
成
28

年
熊
本
地
震
で
被
災
し
た
児
童
を
招
く
受
入
事
業
を
企

画
し
、
７
月
27
日
㈬
か
ら
29
日
㈮
に
か
け
て
、
熊
本
大

学
教
育
学
部
付
属
小
学
校
の
４
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で

の
男
女
５
人
と
引
率
者
１
人
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　
28
日
㈭
に
は
、
観
光
都
市
・
の
ぼ
り
べ
つ
を
満
喫
し

て
も
ら
う
た
め
に
、
登
別
マ
リ
ン
パ
ー
ク
ニ
ク
ス
や
登

別
伊
達
時
代
村
、
大
湯
沼
川
天
然
足
湯
な
ど
を
案
内
し

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
「
ク
リ
オ
ネ
を
初
め
て
見
た
。

熊
本
の
水
族
館
で
は
見
ら
れ
な
い
と
思
う
の
で
貴
重
な

体
験
と
な
っ
た
」
な
ど
と
話
し
、
短
い
期
間
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
作
り
ま
し
た
。

熊
本
地
震
被
災
児
童
生
徒
受
入
事
業

遠
い
地
で
の
思
い
出
作
り

▲�登別マリンパークニクスで魚の観賞を楽しむ熊本の子どもた
ち
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　登別市高齢者等ＳＯＳネットワーク情報メー
ルへ登録いただき、日常生活における目撃情報
など、可能な範囲で情報提供をお願いします。
　ご協力いただける方は、二次元バーコードを
読み取り、電子メールを送信し、返
信されたメールの指示に従って登録
してください。
▶�問い合わせ　高齢・介護グループ
　　　　　　　　（☎�５７2０）

登別市高齢者等ＳＯＳネットワーク情報メールへの
登録をお願いします

10� 東　奔　西　走


